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研究成果の概要 

本研究の目標は、微小電気機械システム（MEMS）と高周波磁性体を融合した時間変調メタマテリ

アルにより、来るべき第 6世代（6G）移動体通信システムで必要な新たなテラヘルツ（THz）光源を

開発することである。今年度は、各研究グループで時間変調メタマテリアルによる周波数シフト現

象の検証を実施した。誘電率時間変調MEMS メタマテリアルについては、昨年度開発したカンチ

レバー構造を基に構造設計を見直した。これにより、MEMSの駆動周波数が約 3倍向上し 1.54 

MHzでの駆動を実現した。MEMSの駆動周波数のバンド幅は 144 kHz と昨年度よりも広い帯域

での変調技術を確立した。また、引き続き THz波のフィルター、偏向制御といった次世代通信に

欠かせない周辺技術の開発も行っている。磁性体時間変調メタマテリアルについて、本年度は、ス

ピンホール効果による有効場制御を用いた透磁率変調技術について、マイクロ波帯での周波数変

調を目指した。磁性薄膜（ニッケル-鉄合金）/重金属薄膜（白金）積層系について、5.8 GHzのマイ

クロ波において比透磁率の実部、虚部がそれぞれ−10から 20、12から 33の範囲で変調可能であ

ることを見出した。また、同系における大電流注入時の低磁場での周波数無依存信号や非線型応

答など特異な応答を見出しており、新たな透磁率の変調原理の可能性を明らかにした。技術探索

としては変調方式について、これまで検討してきたスピン注入方式に加え、磁性体近傍を流れる電

流によるエルステッド磁場を制御し透磁率を直接的に変調するエルステッド磁場変調方式につい

て数値的な検討を開始した。もっともシンプルな系において、単位長さ当たり 20%の位相変調が見

込まれることが数値計算からわかった。今後、MEMSによる誘電率変調と磁性体による透磁率変

調を組み合わせることが課題である。 
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